
理科ボランティアの可能性について

1 はじめに

中学校理科の教員としての経験を生かせない

ものかと,平成21年度の理科支援員配置事業に

応募し小学校の理科支援員として1年間活動し

た｡

5年生,6年生の理科を支援する週2日,1

日3時間程度の勤務であったが,十分な成果を

実感することがでた｡また先生方からも高く評

価されたと同時に,学校現場には今後もこのよ

うな支援が必要であることも痛感 した｡

今日,日本の学校教育現場には様々な教育ボ

ランティアが定着し大きな成果を上げている｡

例えば,図書室の蔵書の整理等に携わる図書

ボランティア｡ミシン操作の指導補助のミシン

ボランティア,和楽器演奏 ･指導の音楽ボラン

ティア等々,日常的あるいは指導計画にあわせ

て導入されている｡

しかし,理科においては企業や大学からの講

師派遣による特別授業等の報告はあるが,日常

的あるいは指導計画にあわせての導入事例はほ

とんど無いと思われる｡

そこで,理科教育に携わった経験が無い人で

も参加できる理科ボランティアの可能性を,自

身ボランティアで支援員を続けるなかで探って

みた｡

村上 篤男

2 支援の基本姿勢

小学校における理科の観察 ･実験活動がなか

なか充実しない原因の一つに教員の多忙さがあ

ると思われる｡多忙故に,授業準備 (観察 ･実

験の準備)や理科室の管理が十分できない｡

準備不足で授業に臨めば,授業の充実は得ら

れない｡そして,このことが理科の ｢観察 ･実

験活動｣に消極的な教師を増やし,しいては理

科指導に自信がもてないという教師を生みだし

ているのではないかと考えられる｡

そこで,支援活動の基本姿勢を,｢授業支援｣

と ｢理科室の管理 ･運営｣の2つに分けて考え

た｡

3 授業支援の実際

観察 ･実験活動を伴う理科の授業では用意周

到な準備が必要である｡材料や器具の配布など

に手間取ったりすると1単位時間の中では授業

が完結しなくなる｡観察 ･実験活動の充実は事

前の授業準備にかかってると言っても過言では

ない｡

そこで,｢授業支援｣を ｢授業準備-の支援｣

と考え活動した｡

週2日という限られた勤務の中で効率的な支

援を行うため,｢理科支援連絡票｣(図1)を作

成し準備にいかした｡
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図1 理科支援連絡票
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さらに,各学年,1コマを支援員の勤務 日に

集中させ,この日にできるだけ観察 ･実験活動

を展開するようお願いした｡

実際の支援活動 (授業準備)にあたっては,

その時々の観察 ･実験に必要な材料 ･器具をセッ

トにまとめ,グループ分用意した｡

また,小学生では観察 ･実験の技能レベルは

それほど高くない｡そのため,準備はできるだ

けきめ細かく行った｡

例えば,化学実験などでは,試験管やビーカー

をビニルテープで色分けし試薬の混同を防いだ

り,電磁コイルの製作等では材料をを一人分ず

つビニル袋に分けて用意するなどである｡

4 理科室の管理運営の実際

理科室の管理 ･運営支援では使い勝手のよい

理科室の整備をめざした｡

観察 ･実験用の器具や試薬は,収納保管場所

や数量が明確になっていて,必要時に直ぐに取

り出せることが大切だからである｡

あわせて,器具は正常な作動を保証するため

のメンテナンスも大切である｡観察 ･実験を始

めたが,器具の不具合で活動を中断せざる得な

い状況に陥ることは少なくない｡

そこで,理科室の管理 ･運営に対する支援の

重点を次の2つに置いた｡

･観察 ･実験用器具の保守 ･管理｡

･薬品の管理

(1)観察 ･実験用器具の保守管理

学級担任制の小学校では,すべての教員が理

科室を利用する｡したがって,誰にとっても使

い勝手のよい ｢観察 ･実験用器具の保守管理｣

は大切である｡すべての教員に ｢必要な実験器

具がすぐに取り出せる｣環境を提供しなければ

ならない｡

そこで,｢実験器具管理台帳｣(図2)m 成

し,物品の保有状況および保管場所が容易に把

握できるようにした｡保管場所については,収

納戸棚に所番地を設定して示すことにした｡

図2 実験器具管理台帳

さらに,使いやすさを提供するため,写真入

りの ｢保有物品カタログ｣(図3)を編集する

ことで,目的の物品を探しやすいよう工夫した｡

図3 保有物品カタログ

(2)薬品の管理

薬品の取り扱いについてはより厳格な管理が

求められる｡なぜなら,適切な管理を怠ると大

きな事故につながりかねないからである｡常に

薬品の保有状況を把握 し,使用後は直ちに薬品

庫に戻し施錠しておかねばならない｡

そこで,薬品の保有状況を把握するための
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｢理科用薬品保有状況一覧表｣(図4)を作成 し

た｡ 一覧表には各試薬の保有墓を示すととも

に,各試薬の ｢保管番地｣を示し,目的の試薬

を取り出しやすくした｡

図4 理科用薬品保有状況一覧表

N○ 拭事も JIf81 JL枯之 {Jt状況 ttT4ホ 一 事*I村 >2/3 1/2 <1/3

1フドr)+(■火) 1● 5004 1 I ∧●l

2 1■ 500暮 ー 2 A-1

3 IJi方 5004 2 1 A-lJL持
I淡■火事ナトリウム +Ji* 500- I A-～ 捕

5 ー● 5004 1 A-3

8ホウ■ 1JE 500■ 5 2 I 8-I

7ホウiLLP片) lJL方 500■ I E)-IfL詩
I ltL 500g l a-I
8ホウ砂 ■Jl 500 3 E)-I87I
lO Ill 500( ○ 2 ー a-2
ll tl一 500( 1 I a-2

tZJI化カルシウム 1■ SOOJ I a-2

T3 500- I a-2

また,使用した試薬の戻すべき所定の位置を

表す ｢保管番地ラベル｣(図5)を貼り,戻し

やすくする工夫をした｡

図5 保管番地ラベル

この辺りに.Jt人の年月日を
暮いておさまLJ:う.

5 考 察

｢授業支援｣および ｢理科室の管理 ･運営｣

の2面から理科支援を実践してきたわけだが,

それぞれ十分に成果が得られたことを実感する

ことができた｡

(1)授業支援

｢授業支援｣の面では,観察 ･実験の準備が

理科ボランティアの可能性について

整っているということで,先生方からは ｢安心

して授業に臨めた｣との感想が得られた｡

また,子どもたちの学習活動も効率的に進み,

学習効果もかなり上がったと思われる｡

勤務 した小学校は,各学年3クラスの小学校

としては中規模の小学校である｡

しかし,3クラスといえども各クラスの授業

進度が揃っていなければ支援は成立しない｡理

科への学年としての取り組みにまとまりが不可

欠である｡そこで,リーダーである学年主任と

コミュニケーションを密にした｡

(2)理科室の管理運営

理科室の管理運営,即ち ｢実験器具の保守管

理｣および ｢薬品の管理｣は,主に長期休業中

に行ったC

ただし,実験器具のメンテナンスは,授業準

備の段階および授業後の片付け作業の段階で入

念に行い,この時点で不具合が見つかれば即時

に修理 ･調整を行った｡

理科室の整備が進むにつれて,理科室の活用

頻度が増してきた｡週2日の勤務では授業支援

にも限界がある｡実験器具等が利用しやすく,

準備が短時間で可能になったため,支援日以外

でも積極的に観察 ･実験授業に向き合うように

なったものと考えられる｡

また,低学年では教室で観察 ･実験活動を伴っ

た学習を行うことが多々ある｡このような学習

では,実験器具を理科室から持ち出すわけであ

る｡これも理科室の整備が進むにつれて活発に

なってきた｡

この他にも,物品購入計画の立案に役立った

と事務方からも評価された｡

6 おわリに

｢ビーカー洗浄でも手伝えれば｣くらいの思

いで応募した理科支援員派遣事業であったが,

手応えは十分に感 じられた｡

事業の終了した現在もボランティアで通って
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おり,今後ボランティア活動による理科支援の

さらなる可能性を探るとともに,理科支援ボラ

ンティアの組織を確立したいと考えている｡

あわせて,ここでの取り組みを現在担当して

いる教科教育法Ⅲ ･Ⅳ (理科)の講座に活かし

ていきたいとも考えている｡
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